


子ども向け発泡ステッカーの安全基準：CPSIA、ASTM F963、EN71と小部品ルールの解説

Details

要点： 米国では、子ども向け発泡ステッカーには、CPSIAの鉛およびフタル酸エステルへの適合、玩具として販売される場合のASTM F963試験、小部品チェック、児童用品証明
書が必要です。EUでは、EN71（第1–3部）、発泡体のホルムアミド上限、REACHおよびCEマーキングが必要です。どの規則が適用されるかは、サイズと年齢区分によって決
まります。

輸入、流通、またはクラスルーム、パーティーバッグ、クラフトキット向けの発泡ステッカーセットを製造・ブランド化する場合、子ども向け発泡ステッカーの安全基準によって、出荷品が
通関を通過するか、小売業者に取り扱われるか、あるいはリコール通知の対象となるかが決まります。これらの規則は一つの証明書ではなく、製造前に行う三つの判断、すなわちパッケージ
に表示する対象年齢、最も小さい部品のサイズ、ステッカーの各層の化学組成によって決まる、重なり合う試験の集合です。本ガイドでは、米国とEUでどの規則が適用されるか、メーカー
に求めるべき書類、そしてこれら三つの判断がコンプライアンスとコストの両方にどう影響するかを解説します。

サプライヤー見積もりに「Non-Toxic EVA」と書かれているだけでは不十分な理由
問題点： ほとんどの発泡ステッカーの見積書には、「非毒性EVA」、「EN71合格」、「フタル酸エステル不使用」といった表現が含まれています。しかし、これらの主張は、ある時
点での素材について述べたものにすぎません。ステッカー本体について述べたものではありません。つまり、発泡体の色、印刷インキ、表面フィルム、粘着剤、剥離ライナーを、対象年齢ご
とに一つの製品として試験したものではないのです。

課題： このギャップは後になって表面化します。米国の小売業者は児童用品証明書（CPC）を求めますが、サプライヤーが持っているのは他の顧客向けの一般的な発泡体報告書だけという
場合があります。EUの販売代理店は発泡体がホルムアミドについて検査されたかを尋ねますが、誰もわからないことがあります。EVA発泡体にはここで記録された経緯がありま
す。2010年、フランスとベルギーの当局は、ホルムアミドが検出された後、一部のEVA発泡体パズルマットの販売を停止しました。この経緯は次の機関によるレビューで確認されてい
ます： McGill University's Office for Science and Society[1]。2025年には、34の子ども向けフロアマットを対象とした非標的スクリーニング
が行われ、EVAサンプルから放出される特徴的な揮発性物質の中に、ホルムアミドが依然として含まれていたことが次の文献で報告されています： Ecotoxicology and
Environmental Safety[2]。ステッカーはマットより薄いものの、同じ素材ファミリーに属しており、規制当局もそのように扱っています。

解決策： コンプライアンスは主張ではなく仕様として扱ってください。まず年齢とサイズを決め、すべての素材部品を一覧にし、そのうえで各部品を市場ごとに必要な試験に対応させます。
以下のセクションもこの順序に従っています。
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規則上、子ども向け発泡ステッカーとはどのようなものか？
自己粘着型EVA発泡ステッカーは多層構造の製品です。EVA発泡体のコア、多くの場合印刷された表面フィルムまたは発泡体への直接印刷、感圧式粘着剤、そして剥離ライナーで構成さ
れます。規制当局は素材によって分類するのではなく、対象とする使用者と使用方法によって分類します。

米国では、 子ども向け製品 は、主に年齢12歳以下の子どもを対象として設計または意図された製品です。この分類だけで、鉛の上限、第三者試験、CPCが必要になります。ステッカー

https://www.mcgill.ca/oss/article/environment-health-technology-you-asked/you-asked-are-foam-puzzle-mats-toxic-children
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0147651324016415
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0147651324016415


セットがさらに 玩具 （ステッカーアクティビティブック、クラフトキット、遊び用として販売される報酬用ステッカーシートなど）である場合は、ASTM F963およびフタル酸エス
テルの上限も適用されます。範囲の判断にあたり、 US Consumer Product Safety Commission[3] は、パッケージ、マーケティング、年齢区分、そして子
どもが実際に製品をどう使うかを確認し、ラベルの記載だけで判断するわけではありません。大人向けにノートパソコン用として販売される無地のロゴステッカーは、一般的にこの範囲外で
す。一方、漫画の動物がプリントされ、教室の報酬キットに入れられた同じステッカーは範囲に含まれます。

EUでは、判断基準は、製品が年齢14未満の子どもによる遊びでの使用を目的として設計または意図されているかどうかです。子どもの活動用品として販売される発泡ステッカーシートは
通常玩具とみなされ、EN71の試験、技術文書、EU適合宣言書、CEマーキングが必要になります。

よくある誤解は、発泡体のデータシートにしばしば ASTM D3575[4] の結果が、密度、圧縮永久ひずみ、吸水率について記載されていることです。これらは独立気泡オレフィン発
泡体の物性試験法であり、鉛、フタル酸エステル、ホルムアミド、窒息危険性については何も示していないため、玩具の安全性報告書の代わりにはなりません。

米国の要件：EVA発泡ステッカーのCPSIA適合、ASTM F963、小部品

CPSIAの鉛上限

子ども向け製品の触れられるすべての部品は、二つの鉛の上限を満たさなければなりません：基材（発泡体、フィルム、粘着剤、ライナー）中の総鉛量は100 ppm、塗料および表面コー
ティング（印刷インキおよびワニス）では90 ppmです。ライナーの下にある粘着剤は、子どもがステッカーを剥がした後には「アクセス不可」とはみなされないため、試験計画に含め
る必要があります。

フタル酸エステル

子ども向け玩具および育児用品では、八種のフタル酸エステル（DEHP、DBP、BBP、DINP、DIBP、DPENP、DHEXP、DCHP）それぞれについて、触れられ
る可塑化部品中の含有量が0.1%に制限されています。EVA発泡体は通常可塑化されていませんが、PVC表面フィルムや一部の柔軟なコーティングは可塑化されている場合があります。
ステッカーにビニル製の上層がある場合は、その層に注意が必要です。

ステッカー向けASTM F963試験

ASTM F963は、16 CFRの第1250部により玩具に対して義務付けられています。現在組み込まれているバージョンはASTM F963-23で、CPSCは新版が採用
されると参照先を更新します。発泡ステッカーでは、関連するのは通常、表面コーティングおよび基材中の可溶性重金属、小部品、使用・乱用に関する規定、鋭利な先端と縁（柔らかい発泡
体ではまれに問題になりますが、確認はされます）、そして表示です。発泡体では使用・乱用試験が重要です。試験機関は試料を噛んだり、ねじったり、引き裂いたりすることがあり、柔ら
かいステッカーが試験円筒に収まる大きさの破片を剥がした場合、無傷のステッカーが大きくても不合格となる可能性があります。

https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Toy-Safety
https://v1backup.astm.org/Standards/D3575.htm


ステッカーの小部品による窒息危険に関する規則

16 CFRの第1501部に基づき、3歳未満の子ども向けに意図された玩具または物品は、小部品試験円筒に完全に収まる部品を持つことはできません。その円筒の寸法は、直
径1.25 in（31.7 mm）、傾斜した底部の深さ1.0 to 2.25 inです。型抜きされた多くの発泡ステッカー（星、ハート、文字など）は、これより小さいものです。小部品
を含む、年齢3以上6未満の子ども向け玩具は、法定警告「WARNING: CHOKING HAZARD — Small parts. Not for children under 3
yrs.」を、16 CFR 1500.19に基づいてパッケージに表示しなければなりません。

認証と追跡

試験はCPSC認定の第三者試験所で行う必要があります。その後、輸入者（または米国のメーカー）は、該当する各規則、試験所、試験日、製造ロットを記載したCPCを発行しま
す。CPSIAでは、可能な場合、製品およびそのパッケージに恒久的な追跡情報を記載することも求められており、問題が生じた際にロットを追跡できるようにします。

EUの要件：発泡ステッカー向けEN71認証、ホルムアミド、新しい玩具規則
「EN71認証」は略称です。EN71は試験規格の集合であり、証明書ではありません。合格すると、メーカーの適合宣言書およびCEマーキングを裏付けます。発泡ステッカーでは、
特に重要な部分が三つあります：

EN71-1（機械的・物理的特性）： 米国のシリンダーに類似した小部品試験を含み、36か月未満の子ども向け玩具における取り外し可能な小部品を禁止し、そのグループ
に不適切な玩具には年齢警告を表示することを求めています。
EN71-2（可燃性）： 発泡体は可燃性があるため、遊び用に意図されたステッカーセットは通常検査されます。
EN71-3（特定元素の移行）： アクセス可能な素材から移行しうる元素について上限を定めています。ステッカーは、子どもがインクや発泡体を爪や歯で剥がすことができ
るため、「削り取られた」素材として評価されることが多く、三つの素材区分のうち最も厳しい区分となります。

発泡体中のホルムアミド

欧州委員会指令（EU）2015/2115[5] は、玩具素材の発泡体中のホルムアミドについて、含有量の上限を200 mg/kgと定めています。この値を超える場合、発泡体は20
µg/m³以下の放出量を、28日以内に示す試験に合格しなければなりません。この規則は、年齢36か月未満の子ども向け玩具、および口に入れることを意図した玩具に適用されます。
同じ上限は次の文書にも反映されています： ECHAの玩具における制限物質リスト[6]。含有量の試験方法は EN 71-15:2025[7]であり、九月14日（2026年）から適合
推定を伴う調和規格となったもので、以下の実施決定を通じて示されています： 実施決定（EU）2026/2032[8].

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32015L2115
https://echa.europa.eu/substances-restricted-toys/-/legislationlist/details/EU-TOY_SAFETY-ANX_II_PT_III_PNT_8_13_APP_A_C-100.000.766-VSK-8BB38B
https://standards.cencenelec.eu/ords/f?p=205:110:::::FSP_PROJECT:62580
https://eur-lex.europa.eu/eli/dec_impl/2026/2032/oj/eng


新しい玩具安全規則

規則（EU）2025/2509[9]、十二月12日（2025年）に公表され、玩具安全指令に代わるものです。玩具安全指令は八月1日（2030年）に廃止されます。次の機関が公表
した分析では、 HKTDC Research[10]は、主に年齢-3s未満の玩具を対象としていた、ホルムアミドやホルムアルデヒドを含む特定物質規制が、すべての年齢の玩具に拡大さ
れること、また各玩具モデルにはデジタル製品パスポートが必要になることを指摘しています。ステッカーセットの対象年齢が3 to 8の場合、移行期間中にホルムアミド管理は「あると望
ましい」から必須へと移ります。別途、REACH附属書XVII項目77（規則（EU）2023/1464）は、家具以外の製品に対して0.080 mg/m³の室内ホルムアルデヒ
ド放出上限を定めており、八月6日（2026年）以降適用されています。

コンプライアンスに適合した発泡ステッカー注文を、手順に沿って作成する方法
本手順はコンプライアンスのみを対象としています。厚さ、形状、粘着力をまだ選定中の場合は、 カスタムEVA発泡ステッカー仕様ガイド で、注文のその部分を解説しています。

まず年齢区分を決めてください。 セットが3, 3+未満向けか、より高い年齢層向けかを決め、アートワーク、パッケージ、マーケティングを一致させてください。「3+」の1.
表示が赤ちゃん向けのイメージで覆われたパッケージにある場合、年齢-3未満の製品として再評価される可能性があります。
最も小さい部品を試験円筒で測定してください。 型抜きされたすべての形状を一覧にしてください。1.25 in（31.7 mm）内に収まる形状があると、そのセットは年2.
齢-3s未満には不適切となり、米国では年齢3以上6 in未満向けに窒息警告が必要になり、EUでは36か月の警告が必要になります。
部材表を作成してください。 発泡体の色、インキ系、表面フィルム、粘着剤、ライナーごとに一行ずつ記載してください。このリストが試験計画になります。3.
試験を市場ごとに割り当ててください。 米国：鉛（基材および塗料）、セットが玩具の場合は可塑化部品のフタル酸エステル、ASTM F963の関連条項、小部4.
品。EU：EN71-1、EN71-2、EN71-3、発泡体についてEN 71-15によるホルムアミド含有量、REACH SVHCスクリーニング。
認定試験所を使用し、サンプルを一致させてください。 米国の試験はCPSC認定試験所で実施する必要があります。サンプルは販売用サンプルの棚からではなく、量産材料か5.
ら採取してください。
自社の文書を発行してください。 米国ではCPCは輸入者が発行します。EUではメーカーまたはEU輸入者が技術文書と適合宣言書を保管します。印刷承認の前に、追跡マー6.
クと警告表示をパッケージのアートワークに追加してください。

メーカーに求めるべき書類

報告書番号、試験所名と認定、試験方法、サンプルの説明（色と素材）、試験日、試験した年齢グループが記載された報告書を求めてください。2年前に別の顧客向けに作成された「EVA
発泡体、各種カラー」の報告書は、ご注文をカバーしません。接着剤の種類（例：水性アクリル系と溶剤系ゴム系の違い）と、PVC部品の有無についての申告も求めてください。これらに
よってフタル酸エステル試験が必要かどうかが決まるためです。最後に、材料サプライヤーまたは発泡体の色が変更された場合に再試験が行われることを確認してください。

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32025R2509
https://research.hktdc.com/en/article/MjIxMjc3NTg0Mw
https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-die-cut-eva-foam-stickers.html


子ども向け発泡ステッカーの安全基準は、米国とEUでどのように異なるのか？
両市場とも同じ中核的な問い（有害元素、窒息リスク、可燃性）を求めていますが、答え方は異なる書類と上限値によります。

項目 米国 欧州連合 発泡ステッカー注文にとっての意味
対象
範囲
の判
断基
準

子ども向け製品：年齢12以下 玩具：年齢14未満の子どもによる遊びを意図し
たもの

対象範囲は素材ではなく、年齢区分とマーケティングで
決まります

中核
規格 CPSIA + ASTM F963（16 CFR 1250）

玩具安全指令2009/48/EC（規則（EU）
2025/2509へ移行中）；EN71シリー
ズ

市場ごとに別々の試験報告書が通常必要

重金
属

総鉛：基材100 ppm、コーティング90 ppm；可溶性重金属
はASTM F963に基づく

EN71-3の移行上限；ステッカーは削り取ら
れた素材として扱われることが多い 発泡体の色とインキはそれぞれ試験する

フタ
ル酸
エス
テル

可塑化された玩具部品中の8種のフタル酸エステル、各0.1% REACH附属書XVIIの制限 PVC表面フィルムを使用する場合に最も重要

発泡
体特
有の
化学
物質

ホルムアミドに特化した連邦上限はなし
ホルムアミド：含有量上限は200 mg/kg、
放出は20 µg/m³、試験法はEN
71-15

EU向けの発泡体はホルムアミドについてスクリーニ
ングすべき

小部
品

16 CFR 1501の円筒；年齢3未満は禁止；年齢3以上6未満は
警告

EN71-1の小部品試験；36か月未満は禁
止；年齢警告 1.25 in未満の形状はパッケージ警告の対象になる

コン
プラ
イア
ンス
の証
明

輸入者が発行するCPC；CPSC認定試験所；追跡ラベル 技術文書、適合宣言書、CEマーク；新規則に
基づくデジタル製品パスポート

マークと警告表示のためのアートワーク領域を早めに確
保する

サイズ、粘着剤の化学組成、年齢区分はコンプライアンスコストにどう影響するか？
サイズ： すべての形状を小部品円筒より大きくすると、年齢-3未満向け市場を開拓でき、窒息警告も不要になりますが、シートあたりの発泡体使用量が増え、その大きさで見栄えのよいデ
ザインが制限されます。多くのブランドは代わりに3+の区分と警告を選択しています。どちらの選択も有効ですが、同じシート上で両者を混在させることが問題の原因です。

材料数： 試験費用は、試験する個別部材の数に応じて増えます。発泡体の色とインキはそれぞれ別のサンプルとなるためです。米国の規則（16 CFRの第1109部）では部品単位の試
験が認められているため、試験済みの発泡体の色、インキ、粘着剤を複数のデザインで再利用すれば、一組の結果で複数の製品を裏付けることができます。12色の組み合わせの検証に
は、5色の組み合わせよりも多くの費用がかかります。

粘着剤の化学組成： 粘着剤は、鉛およびEN71-3試験における完全な構成要素です。プログラムの途中で粘着剤を変更する場合（例：テクスチャ表面向けのより強力な系への変更）は、
再試験が必要になります。性能とコンプライアンスの両方を満たす粘着剤を一つ選べば、試験計画は安定します。また、小さな手では剥がすのが難しいほど硬いライナーは使い勝手の問題で
あり、コンプライアンスの問題ではありませんが、教室での苦情として表れます。

年齢区分： 年齢区分を高くすると、一部の義務（小部品の警告、現時点で年齢-3未満に適用されるホルムアミドの対象範囲など）は減りますが、年齢12までのすべての子ども向け製品に
適用される鉛試験は省略されません。新しいEU規則のもとでは、3+の区分によるホルムアミド面での優位性はなくなります。

テスト範囲は正確な色、形状、市場に左右されるため、最も正確に予算を立てるには、見積依頼時にアートワーク、対象年齢、販売先市場を共有し、試験計画を生産とあわせて見積もれるよ
うにしてください。



よくある質問
FAQ：発泡ステッカーは玩具とみなされますか？

用途によります。子どもの遊び、工作、または景品として販売されるステッカーセットは、米国でもEUでも通常玩具として扱われます。大人向けの販促用ステッカーは一般的に該当しませ
ん。米国では、主に年齢12以下の子どもを対象とした製品は、玩具に分類されない場合でも子ども向け製品であり、鉛試験とCPCが必要です。

FAQ：サプライヤーのEN71報告書だけで米国で販売するには十分ですか？

いいえ。米国では、CPSIAおよびASTM F963に基づき、CPSC認定試験所での試験と、輸入者が発行するCPCが必要です。EN71の結果は、対象範囲が一部重なること
はあっても、代替としては認められません。

FAQ：小さな発泡ステッカーは幼児向けに禁止されていますか？

直径1.25 in（31.7 mm）の小部品試験円筒に完全に収まるステッカーは、米国では年齢3 in未満向けの製品に含めることができません。EUでは、36か月未満向けに同等の
規則が適用されます。年齢3以上6未満の場合、米国ではパッケージに窒息危険の警告表示が必要です。

FAQ：発泡ステッカーにホルムアミド試験は必要ですか？

EUで年齢36か月未満の子ども向け、または口に入れることを意図した玩具については、はい：200 mg/kgを超えるホルムアミドを含む発泡体は、20 µg/m³の放出上限を
満たさなければなりません。規則（EU）2025/2509のもとでは、この制限はすべての年齢の玩具に拡大されるため、EU向けセットではEVA発泡体をEN 71-15でスクリー
ニングすることが無難な初期対応です。

FAQ：一つの試験報告書で、すべての色とデザインをカバーできますか？

新しいデザインのすべての素材が試験済みサンプルに含まれている場合に限ります。部品試験により、同じ発泡体の色、インキ、粘着剤については結果を再利用できますが、新しい色、イン
キ、粘着剤には独自の試験が必要です。

FAQ：物理的な発泡体データシートは安全性の証明になりますか？

いいえ。ASTM D3575（密度、圧縮永久ひずみ、吸水率）などの方法で試験された特性は性能を示すものです。安全性のコンプライアンスには、上記の規格に対する化学的および機
械的な玩具試験が必要です。

重要ポイント
小部品試験円筒に収まる発泡ステッカーは、年齢-3未満向けの製品には使用できません — 1.25 in（31.7 mm）直径の試験円筒（出典）)
米国の鉛規制は、粘着剤を含むすべてのアクセス可能な層に適用されます — 基材100 ppm、コーティング90 ppm、年齢12以下の製品向け（出典）)
EUの発泡玩具は、ホルムアミドの上限と放出上限の対象になります — 含有量200 mg/kg、放出量は20 µg/m³以下、28日以内（出典）)
ホルムアミド試験法は現在、調和規格として整備されています — EN 71-15:2025、九月14日（2026年）から適合推定（出典）)
EU玩具安全指令は置き換えられつつあります — 規則（EU）2025/2509、指令は八月1日（2030年）に廃止（出典）)
発泡体の安全性に関する経緯は、理論ではなく現実のものです — 34の子ども向けマットを2025年に検査し、EVA揮発性物質の中にホルムアミドが含まれていることを
確認（出典）)

結論：アートワークを承認する前にコンプライアンスを仕様として定める
子ども向け発泡ステッカーの安全基準は、通関時に発見されるのではなく、注文の最初に決めておけば管理しやすくなります。年齢区分を設定し、すべての形状を小部品円筒と照合し、各素
材層を一覧にして、それらの層を、販売先市場に応じたCPSIA、ASTM F963、EN71（第1–3部）、およびホルムアミドの上限値に適合させてください。そのうえで、他社
ではなく自社の素材を明記した報告書を求めてください。見積依頼時にアートワーク、対象年齢、販売先市場を共有すれば、生産計画と試験計画を一緒に作成できます。

https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Toy-Safety
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Toy-Safety
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32015L2115
https://eur-lex.europa.eu/eli/dec_impl/2026/2032/oj/eng
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32025R2509
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0147651324016415
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